
⼩児の予定⼿術の挿管を予定通りにおこなう知識と技術は⿇酔を
志す者には必須ですが、病棟の急変など物や⼈が揃わない緊急事
態での挿管はたとえ熟練者だとしても困難を極めます。今回来⽇
されるTarquinio先⽣は本学の卒業⽣で、⽶国エモリー⼤学の⼩児
集中治療科の指導者です。⼩児患者の急変時、あなたならどうし
ますか？先⽣からのメッセージ：いくつかの⼩児の症例を交えて、
Intubationをどのようにアプローチすべきか、⼩児集中治療医の
⽴場からお答えします。⾃分が当直だったら、という接点で
Interactiveにできれば嬉しいです。講義は英語☆⽇本語サマリーつきです！
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事前登録おねがいします
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⼩児の挿管

今後の予定・7⽉『留学＆シミュレーション』⽶国インディアナ⼤学岡野⿓介先⽣、『パルスオキシメトリー』聖路
加国際⼤学宮坂勝之先⽣、『ついに到来！⾃動⿇酔器』福井⼤学⿇酔科教授重⾒研司先⽣、『⿇酔科で研究する』呉
医療センター臨床研究部⻑・中央⼿術部⻑・⿇酔科部⻑ 讃岐美智義先⽣、『⼩児⼼臓⿇酔』⾃治医科⼤学⿇酔科教
授⽵内護先⽣、『TBA』岡⼭⼤学⿇酔科学分野教授森松博史先⽣
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